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第51回播磨町消防団小型ポンプ操法大会
危機管理グループ ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）0 9 9 1

　５月19日に役場駐車場で小型ポンプ操法大会を開
催しました。３月17日のポンプ操法講習会から練習
を重ねてきた町内分団の９分団がこの大会に望みま
した。
　小型ポンプ操法の結果は次のとおりです。

優　勝 野添分団
準優勝 二子北分団
操作員別優勝
指揮者　 本荘分団 宮下知義
一番員　 野添分団 吉本博一
  二子北分団 安　徳充
二番員　 野添分団 北田慶介
  二子北分団 尾﨑　塁
三番員　 野添分団　 細田武男
  古田東分団 増井隆志

河
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多くん
（二子）

すくすく元気に育ってくれてありがとう。
（お父さん・お母さんより）

※撮影時の年齢です。

はりまの海 きっず チャレンジ
土木グループ ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）2 3 6 5

　５月25日、前年度に引き続き２回目の「海のふれあ
い事業　はりまの海 きっず チャレンジ」が実施され
ました。これは播磨町の子どもたちに、海での楽しい
経験を通して、海のある播磨町に愛着を持ってもらい
たいと願って実施している事業です。
　町内の小学４～６年生47人は、班ごとに分かれて
クルーザーに乗り、新島を一周して海から播磨町を眺
めたり、古宮漁港で水揚げされた魚を手づかみした
り、ヒラメの稚魚を放流したりして播磨町にある海を
身近に感じる体験をしました。
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　水しぶきをあげて進んでいくボートから見
た人工島や赤灯台の岸壁では、釣り人が初夏の
海の風景に溶け込んでいました。今年は播磨の
海で、タコやアナゴが豊漁となるでしょうか。
◆６月２日に、中央公民館で「兵庫県民謡名人
戦」が開催されました。第28回ということです
が、播磨町での開催は今回が初めてです。県内
外から小中学生も含めて135人が参加し、それ
ぞれがご自慢の喉を競い合いました。民謡は日
本各地に伝わる伝統文化で、聞いているといろ
いろな情景が浮かびあがってきます。知らない
土地の民謡にも、しみじみとした懐かしさを覚
えるのは、私たち日本人の心に共通する原体験
があるからでしょうか。日本に昔からある風
景、風習、行事などが少しずつ形を変え、失わ
れつつある現代ですが、民謡として長く歌い継
がれていくことを願っています。
◆５月25日、播磨町の海を舞台に開催した「は
りまの海 きっずチャレンジ」では、今年も町内
各小学校から応募した小学生たちがいろいろ
な海の体験をしました。プレジャーボートに乗
って海から眺めるまちは、きっと新鮮な光景だ
ったのではと思います。笑顔いっぱいで、はし
ゃいでいた子どもたちは、初夏の陽射しの中、
とても輝いて見えました。きっとステキな思い
出の１日となったことでしょう。海藻を使って
の「押し葉体験」では、「海の林」が生態系を大き
く支えていることも学びました。熱心に取り組
み、ユニークな作品が出来上がりました。５月
とはいえ「真夏」のような天候の中で、安全に
海の行事を実施することができましたのも、多
くの方々のご配慮があったからだと思います。
係留施設の指定管理者、漁業組合、海上保安署
など、多くの関係者の方々に心より感謝申し上
げます。ありがとうございました。

▲阿閇漁港からプレジャーボートに乗りました

日本非核宣言自治体協議会総会に出席しました
企画グループ ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）0 3 5 6

　核兵器廃絶を求める非核宣言をした全国の自治体でつく
る「日本非核宣言自治体協議会」の第36回総会が５月30日
に長崎市の長崎原爆資料館で開催されました。播磨町は昭
和 57 年に非核宣言を行っており、同協議会に加盟していま
す。総会には、加盟する341自治体のうち播磨町を含む59
自治体が出席しました。

　総会の冒頭で、
同協議会会長の田
上富久長崎市長は

「核兵器の状況は
混とんとしている
が、被爆国の自治
体がチームとなる
ことで核兵器廃絶
の意志を示すこと
ができる」と語り
ました。

今年もホタルが飛びました
すこやか環境グループ ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）2 7 2 1

　野添北公園にはホタルを養生するビオトープがあり、「ふ
れあいエコアップ塾」の皆さんと、公園の指定管理をして
いる（一財）播磨町臨海管理センターがホタルの育成に取
り組んでいます。
　６月５日は６頭、11日は15
頭を確認しました。生息して
いる個体数は多くありません
が、鑑賞に来ていた人は「歩
いて散歩をする距離でホタル
が見られることが嬉しい」と
話していました。

▲優勝した野添分団

▲大型貨物船横をクルージング

▲魚に触ってみよう

▲稚魚の放流

▲海藻の押し葉のアート

▲海の安全教室

3435
広報はりま 1.7広報はりま 1.7


